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授業科目名 フ ラ ン ス 語 Ⅱ 担当教員 福間　康子

開講年次 2 年前期 セメスター 3 時間数（単位数） 30（1）
必修選択 選択 授業形態 演習 使用教室

授業の目的 フランス語文法の基礎を踏まえ、簡単なフランス語会話技能を身につけ、フランス語圏の人 と々交流
できるようになる。

到達目標 1． フランス語Ⅰで習った基礎的な知識をもとにさらに発展的な会話ができる
2． フランスの文化（芸術・歴史・食）についての知識を深めることができる

授業計画

回 授業内容 授業
方法

学修課題
（予習・復習）

取組
時間 担当者

１ L8-1 そうしたいのだけど ･･･
　：数量の表現

講義
演習

L8： 練習問題
 重要表現を覚える

 （復習）
30 分 福間

2 L8-2 そうしたいのだけど ･･･
　：天気を言う

講義
演習

L8： 練習問題
 重要表現を覚える

 （復習）
30 分 福間

3 L9-1 授業は何時に終わるの？
　：時刻を言う

講義
演習

L9: 練習問題
 重要表現を覚える

 （復習）
30 分 福間

4 L9-2 授業は何時に終わるの？
　：年齢を言う

講義
演習

L9： 練習問題
 重要表現を覚える

 （復習）
30 分 福間

5 フランス語の文章を読む
〈パリの歴史的建造物を見る〉

講義
演習 復習プリント 30 分 福間

6 L10 彼女にはもう会っていません
　: 足し算・引き算

講義
演習

L10： 練習問題
  重要表現を覚える

  （復習）
30 分 福間

7 L11 カフェ・デリスで会おう
　；時を現す表現

講義
演習

L11： 練習問題
  重要表現を覚える

 （復習）
30 分 福間

8 〈シャンソンを聞く〉
　～リスニング

講義
演習 復習プリント 30 分 福間

9 L12 昨日は何をしたの？　
　：時を現す表現

講義
演習

L12： 練習問題
  重要表現を覚える

 （復習）
30 分 福間

リベラルアーツ・専門基礎科目【国際】ＬＧＬ２０２

ディプロマポ
リシーにお
ける科目の
位置づけ

英語以外の言語も学ぶことによりグローバルな視点で人間に対する理解力を深めることで本学卒業
生に求められる異文化理解力を促す科目である。「自己教育力」「人間の尊厳と権利を擁護する力」
を培うことが出来る。

ディプロマポ
リシーとの

関連

人間の尊厳と権
利を擁護する力 自己教育力 チームで働く力 問題解決力 看護の専門性

を探究する力

〇 ◎
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10 L13-1 何をしていたの ?
　：理由を言う

講義
演習

L13： 練習問題
  重要表現を覚える

 （復習）
30 分 福間

11 L13-2 何をしていたの ?
　：過去の表現のいろいろ

講義
演習

L13： 練習問題
  重要表現を覚える

 （復習）
30 分 福間

12 フランス人の食生活
　～レシピを読む

講義
演習 復習プリント 30 分 福間

13 〈調理実習〉
フランス料理を作る 実習 調理実習のまとめ

（復習） 30 分 福間

14 メールを読む
今学期のまとめと口頭練習

講義
演習 復習プリント 30 分 福間

15 試験のフィードバック
今後の学習に向けて

講義
演習 復習プリント 30 分 福間

先行履修
科目

テキスト 大塚陽子：Petit Chemin（プティ　シュマン）（改訂版）．白水社，2017

参考文献 猪狩廣志著：ゼロから始めるフランス語．三修社，2000.
東郷雄二著：ニューエクスプレスフランス語．白水社，2007.

評価方法 期末テスト（70%）、課題の提出（15%）、講義への参加度（15%）
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